
令和6年度 島原市在宅医療・介護連携検討員会
情報共有検討部会研修会（Ｒ6.10.25） アンケート結果

参加者 会場 27名
オンライン 44画面
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4、本日の研修会を通しての意見・感想等についてご自由にご記入ください

16 件の回答①成年後見人についてとてもわかりやすく理解できました
②後見人制度について、理解することができました。
③とても分かりやすく参考になりました
④島原市で活動されている皆様と共に学びあうことができ、とても充実した研修を受講することができ
ました。権利擁護支援を考えるにあたりその地域性に着目したアセスメントをとることの重要性に気付
かせていただけたことは私のなかでの大きな学びとなりました。市町村は違えど同じ長崎県内の支援機
関として今後も皆様と切磋琢磨させていただきたいと思います。ありがとうございました。
⑤参考になりました。実際は今困っているのに、後見人の決定に何ヶ月も時間を要することがすごく困
るなぁと日頃感じています。制度のことをよく理解し、必要な方には活用できればと思います。
⑥難しい内容であったが講師の説明がわかりやすかった さらに勉強しようという気持ちになれた
⑦職種によって意思決定の必要な方も異なり勉強になりました。後見人制度について詳しく聞けて良
かったです。
⑧とてもわかりやすい講演だった。様々な職種がお互いに協力しないと続いていかない制度だと感じた。
⑨具体的な事例をグループメンバーから聞くことができてよかった。またその事例に対し、田中先生の
コメント・助言が参考になりました。田中先生の経験値が高いと感じました。具体的な助言本当にあり
がとうございました。
⑩後見人の申請時期、誰が行うかなどすごくわかりやすかった
⑪後見人についてほぼ理解ができていませんでした。ありがとうございました。
⑫とても説得力があるわかりやすい内容でした。相手が理解できるような説明を心がけたいと思います。
⑬成年後見制度と意思決定支援を身近に感じることができる研修会でした
⑭わかりやすい内容でした。
⑮成年後見制度の再確認ができた。意思決定支援に関しては、多職種での支援が大切だと認識した。こ
のように、顔の見える研修会を通して連携しやすい関係を築いていきたい。
⑯自分以外は皆さん医療機関のかたでした。気になる事例をということで共有しました。退院から在宅
か施設かの境で自己決定しているが通っていかない事例。身元保証人友人・知人、それを家族が反対し
かし施設入所できた事例。

5、今後、受けたい研修や行いたい意見交換等がありましたら、
自由にご記入ください

・障害福祉

・普段受講する研修が「福祉」というジャンルに特化されたものが多く、今回参加されていた多くの方

が「医療福祉」を主なフィールドにされていること感じました。「医療」と「福祉」の連携は対象者

の自立に向けて連携できる大きな資源同士であると思いますので、それぞれの視点が交差するような

研修、意見交換を希望いたします。

・研修企画ありがとうございます 勉強させてもらってます

・まだまだわからないので勉強会お願いします
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